
箕 面 市

令和８年度(2026年度)

予算概要



子育て・教育 世界一のまちへ

緑あふれる 突き抜けるブランド力あるまちへ

令和８年度も「子育て・教育 世界一のまちへ」「緑あふれる 突き抜けるブランド力あるまちへ」「便利で安心 歩いてど
こでも行けるまちへ」の３つの基本政策により、さまざまな取り組みを進めていきます。
ここでは、その中でも重点的に取り組む事業を予算額とともにご紹介します。

東部地域への子育て支援センターの設置    
予算額▶400万円
主に就園前の親子
が気軽に集い、子育て
に関する相談や支援
を受けられる場とし
て、これまで空白地域
だった東部地域に子
育て支援センターを
設置します。

全小学校における水泳授業の民間委託　
予算額▶2億9,700万円
天候に左右されず計画的に水泳授業を実施できる環境を整えるた
め、新たに完成する市民温水プールや民間プールを活用した水泳授業
の民間委託を全小学校に拡大します。

ＡＩ英語学習教材の導入
予算額▶1,200万円
真に使える英語力を育むため、小学６年生及び中学２・３年生を対象
に、ＡＩとの会話機能などを活用して個々のレベルに応じた学習ができ、
家庭学習などの時間にも取り組むことができるＡＩ英語学習教材を導
入します。

学校給食費の無償化　
予算額▶9億5,100万円
学校給食にかかる家庭の経
済的負担を軽減するため、国の
交付金では不足する分や交付
金対象外の中学校分について
は市が負担し、質の高い学校給
食を維持しながら、全小中学校
の給食費を無償化します。

予算額▶7,400万円
中学校部活動の「みのお地域クラブ活動」への転換を見据え、過渡期にあ

る生徒や保護者の不安を軽減し、誰もが安心して参加できる環境を整備す
るため、みのお地域クラブに参加する生徒に対する会費補助を実施します。

中学校部活動の「みのお地域クラブ活動」への転換

自習室の夜間開室時間の拡大
予算額▶400万円
子どもたちが安心して学べる環境をより充実させるため、自習室の
夜間利用のニーズにも対応できるよう、中央図書館と東図書館の夜間
開室時間を拡大します。

箕面市アートプロジェクト
予算額▶2,000万円
文化芸術を通じて、まちの
ブランド力をさらに高めるた
め、大阪・関西万博で展示さ
れたパブリックアートを船場
エリアに移設するとともに、
アートと地域、まちづくりの
つながりを深めるシンポジ
ウムを開催します。

市制施行70周年事業
予算額▶1,200万円
市制施行７０周年という記念すべき年
を市民の皆さまと分かち合うため、令和８
年１２月１日に「東京建物 Ｂｒｉｌｌｉａ ＨＡＬＬ 箕
面」大ホールで記念式典を開催します。
「本のまち箕面」を掲げ、図書館の貸出
冊数日本一を目指し、読書に親しむ取り
組みを進めるため、市制施行７０周年記念事業において、著名作家によ
る講演会を実施します。

主要施策の概要令和
8年度 
2026年度
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便利で安心 歩いてどこでも行けるまちへ　
バス路線網の最適化・交通格差の解消
予算額▶2億1,500万円
市民の声を反映した新たなバ
ス路線網の運行開始に加え、地域
間の交通格差解消に向け、止々呂
美・箕面森町地域の住民を対象
に、箕面グリーンロード通行料の
助成や阪急バスの高齢者専用定
期券「はんきゅうグランドパス７０」
の購入助成を実施します。

ＡＩオンデマンド交通の収支改善
予算額▶6,600万円
箕面・新稲地域と粟生間谷・彩都地域周辺で実証運行中のＡＩオンデ
マンド交通「のるーと箕面」について、収支改善策を講じるとともに、上
半期にその効果検証を行い、今後の方針を見極めます。

林野火災及びリチウムイオン電池による火災への対策
予算額▶3,400万円
林野火災への備えとして、資機材の新規整備や増強、小型資機材搬送
車両の配備、熱中症対策用資機材の導入を行います。
リチウムイオン電池による火災への対応として、令和９年４月のリチウム
イオン電池や段ボール等の古紙類の全戸収集開始に併せて、環境クリー
ンセンターのストックヤード増設に向けた設計や場内整備を進めます。

重度障害者のための生活介護事業所の整備
予算額▶7億7,000万円

「あかつき園」の建て替えについては、令和９年４月の開所を目指して
工事を進めるとともに、「（仮称）ワークセンター小野原」については、必
要定員数の再検証結果を踏まえ、令和１０年の開所を目指します。

布ヶ池跡地の活用
予算額▶11億8,300万円
箕面船場阪大前駅の西に位置する未利用地である布ヶ池跡地につ
いて、市が土地を取得して「みどりあふれる広場」の整備を目指し、そ
の具体的な施設や整備手法を示す基本計画を策定します。

新市立病院の整備
予算額▶2億700万円
市立病院の移転・建て替えについては、引き続き設計業務を進め、令
和１０年度の着工、令和１３年度中の開院を目指し、取り組みを進めます。

福祉人材の確保
予算額▶600万円
福祉人材不足の解消に向け、市内事業
所に勤務する方を対象に、介護職員初任
者研修の受講費用相当額を最大7万円補
助するとともに、一定の就労を行った後に
は１５万円の就職応援金を支給すること
で、大阪府内最高額の補助を実現します。

２か所の消防拠点「萱野分署」及び
「粟生外院彩都分署」の整備
予算額▶32億7,700万円（継続費総額）
萱野分署については、令和８年４月から救急のみの運用を開始し、７
月からの本格的な運用開始に向けて工事を進めます。また、粟生外院
彩都分署は、令和９年１月の開署に向けて工事を進めます。

令和９年度末の（仮称）新みのおサンプラザ１号館のオープンに向け、１
階から３階部分の内装設計を進め、内装工事に着手します。
箕面駅前アーケードやロータリーのリニューアル設計を進め、箕面の玄
関口として魅力ある駅前空間の創出を目指します。

（仮称）新みのおサンプラザ１号館の
整備・駅前空間の再整備
予算額▶8億1,200万円
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単位：千円、％ 

令和８年度 令和７年度
（2026年度） （2025年度） 増 減 額 増 減 率

Ａ Ｂ Ｃ（Ａ－Ｂ） Ｃ／Ｂ 

70,880,000 73,480,000 ▲ 2,600,000 ▲ 3.5

2,828,984 1,704,410 1,124,574 66.0

13,411,809 13,452,615 ▲ 40,806 ▲ 0.3

12,648,654 12,314,824 333,830 2.7

3,812,510 3,193,768 618,742 19.4

1,683,800 1,621,338 62,462 3.9

12,639 12,359 280 2.3

34,398,396 32,299,314 2,099,082 6.5

2,532,924 2,926,076 ▲ 393,152 ▲ 13.4

4,354,039 4,136,250 217,789 5.3

4,010,819 3,645,631 365,188 10.0

66,148,940 94,980,568 ▲ 28,831,628 ▲ 30.4

77,046,722 105,688,525 ▲ 28,641,803 ▲ 27.1

182,325,118 211,467,839 ▲ 29,142,721 ▲ 13.8

****  当初予算の全体像  ****

《一般会計の予算額》 　708億80百万円　＜ ▲　26億円、　▲　3.5% ＞

扶助費を始めとした社会保障関係費などが増加したものの、定額減税にかかる不足額給付の交付完

了や、消防拠点整備費用の減などにより、予算額が26億円減少しました。

《全会計の予算額》 1,823億25百万円　＜ ▲　291億43百万円、　▲　13.8% ＞

ボートレース事業会計において、ＳＧ競走（グランプリ）の非開催年にあたるため、予算規模が縮

小したことなどにより、全会計の予算総額が約291億円減少しました。

　◆  一般会計の主な歳入の状況

・市税 293億78百万円　＜ ＋　19億90百万円、　＋　7.3% ＞

所得・納税義務者数の増加による個人市民税の増、新築物件の増加などによる固定資産税の増

などにより、約20億円増加しました。

・市債  41億54百万円　＜ ▲　8億8百万円、　▲　16.3% ＞

学校の長寿命化改修やあかつき園の再整備、街路灯のＬＥＤ化などの財源として市債を発行す

る予定です。

・ボートレース事業会計繰入金    20億円　＜ ▲　10億円、▲　33.3% ＞

ＳＧ競争（グランプリ）の非開催年ではあるものの、好調な業績を背景に、20億円の繰入金を

見込んでいます。新市立病院の整備に関する事業に活用します。

後期高齢者医療事業費

令和８年度（2026年度）予算概要　

一般会計

財産区事業費

国民健康保険事業費

増  減

公共下水道事業会計

ボートレース事業会計

企業会計の計

合   計

会    計

企
業
会
計

特
別
会
計 公共用地先行取得事業費

介護サービス事業費

特別会計の計

病院事業会計

水道事業会計

介護保険事業費
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　◆  一般会計の主な歳出の状況

・普通建設事業費（施設整備など）  84億18百万円　＜ ▲　13億34百万円、　▲13.7% ＞

消防拠点整備や室内温水プール整備にかかる事業費が減少したことなどにより、約13億円

減少しました。

・補助費等（各種補助金など）  51億16百万円　＜ ▲　5億80百万円、　▲10.2% ＞

定額減税にかかる不足額給付の交付が完了したことなどにより、約6億円減少しました。

・人件費 127億22百万円　＜ ＋  3億32百万円、　＋　2.7% ＞

令和7年度人事院勧告による職員給与費の増加や、会計年度任用職員の報酬改定などにより

約3億円増加しました。

****  収支バランスの状況  ****

　◆  経常収支比率（当初予算ベース） 　　　99.7％　＜ ▲　0.2ポイント ＞

　◆  基金残高（普通会計ベース） 232億43百万円　＜ ▲　13億71百万円、▲　 5.6% ＞

　◆  市債残高（普通会計ベース） 518億33百万円　＜ ＋　27億27百万円、＋　5.6% ＞

R8H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

R8H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

予算概要

人件費や社会保障関係費は増加したもの

の、市税収入の増などにより、昨年度から

0.2ポイント改善し、4年連続で100%を下回

ることができました。

引き続き、未来への投資と財政規律の堅

持を両立し、堅実な行財政運営を行ってい

きます。

新市立病院の整備に活用するため「新市立

病院整備基金」にボートレース事業会計繰入

金を積み立てる一方で、（仮称）新みのおサ

ンプラザ１号館の整備や学校給食の無償化な

どに基金を活用することにより、基金残高は

約14億円減少しました。

昨年度に引き続き、学校の長寿命化改修や、

あかつき園の再整備に加え、街路灯のＬＥＤ

化などにかかる市債を発行するため、市債残

高は約27億円増加しました。

232

518

※R7は決算見込み、R8は当初予算後の値
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１ 令和８年度（2026年度）各会計予算額表

（１）一般会計

単位：千円、％ 

令和８年度 令和７年度

（2026年度） （2025年度）

予算額 Ａ 構成比 予算額 Ｂ 構成比 Ｃ（Ａ－Ｂ） Ｃ／Ｂ

01 市 税 29,378,000 41.4 27,388,000 37.3 1,990,000 7.3

02 地 方 譲 与 税 278,000 0.4 272,000 0.4 6,000 2.2

03 利 子 割 交 付 金 140,000 0.2 57,000 0.1 83,000 145.6

04 配 当 割 交 付 金 328,000 0.5 268,000 0.4 60,000 22.4

05 株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 405,000 0.6 257,000 0.3 148,000 57.6

06 法 人 事 業 税 交 付 金 332,000 0.5 331,000 0.5 1,000 0.3

07 地 方 消 費 税 交 付 金 3,400,000 4.8 3,300,000 4.4 100,000 3.0

08 環 境 性 能 割 交 付 金 18,000 0.0 88,000 0.1 ▲ 70,000 ▲ 79.5

09 ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 1,700 0.0 1,700 0.0 0 0.0

10 地 方 特 例 交 付 金 227,000 0.3 150,000 0.2 77,000 51.3

11 地 方 交 付 税 1,160,000 1.6 2,700,000 3.7 ▲ 1,540,000 ▲ 57.0

12 交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 13,000 0.0 16,000 0.0 ▲ 3,000 ▲ 18.8

13 分 担 金 及 び 負 担 金 1,205,505 1.7 1,200,503 1.6 5,002 0.4

14 使 用 料 及 び 手 数 料 760,942 1.1 719,595 1.0 41,347 5.7

15 国 庫 支 出 金 14,650,473 20.7 15,212,996 20.7 ▲ 562,523 ▲ 3.7

16 府 支 出 金 5,798,171 8.2 5,460,649 7.4 337,522 6.2

17 財 産 収 入 484,747 0.7 288,854 0.4 195,893 67.8

18 寄 附 金 1,002 0.0 1,002 0.0 0 0.0

19 繰 入 金 4,976,995 7.0 5,931,308 8.1 ▲ 954,313 ▲ 16.1

20 繰 越 金 1,000 0.0 1,000 0.0 0 0.0

21 諸 収 入 3,166,165 4.5 4,872,693 6.6 ▲ 1,706,528 ▲ 35.0

22 市 債 4,154,300 5.8 4,962,700 6.8 ▲ 808,400 ▲ 16.3

70,880,000 100.0 73,480,000 100.0 ▲ 2,600,000 ▲ 3.5合　計

区
分

款
増  減

歳
 
 
 
 
 
 
入

一般会計
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令和８年度 令和７年度

（2026年度） （2025年度）

予算額 Ａ 構成比 予算額 Ｂ 構成比 Ｃ（Ａ－Ｂ） Ｃ／Ｂ

01 議 会 費 455,936 0.6 440,049 0.6 15,887 3.6

02 総 務 費 8,212,116 11.6 9,232,058 12.6 ▲ 1,019,942 ▲ 11.0

03 民 生 費 31,391,198 44.3 31,761,155 43.2 ▲ 369,957 ▲ 1.2

04 衛 生 費 6,225,959 8.8 5,602,412 7.6 623,547 11.1

05 労 働 費 117,742 0.2 72,836 0.1 44,906 61.7

06 農 林 水 産 業 費 131,896 0.2 160,613 0.2 ▲ 28,717 ▲ 17.9

07 商 工 費 242,985 0.3 351,028 0.5 ▲ 108,043 ▲ 30.8

08 土 木 費 5,824,339 8.2 6,430,094 8.7 ▲ 605,755 ▲ 9.4

09 消 防 費 2,022,753 2.9 2,991,239 4.1 ▲ 968,486 ▲ 32.4

10 教 育 費 10,289,247 14.5 9,081,320 12.4 1,207,927 13.3

11 災 害 復 旧 費 20,000 0.0 20,000 0.0 0 0.0

12 公 債 費 3,547,965 5.0 3,732,436 5.1 ▲ 184,471 ▲ 4.9

13 諸 支 出 金 2,347,864 3.3 3,554,760 4.8 ▲ 1,206,896 ▲ 34.0

14 予 備 費 50,000 0.1 50,000 0.1 0 0.0

70,880,000 100.0 73,480,000 100.0 ▲ 2,600,000 ▲ 3.5

人 件 費 12,722,490 17.9 12,390,978 16.9 331,512 2.7

物 件 費 12,443,971 17.6 12,786,825 17.4 ▲ 342,854 ▲ 2.7

維 持 補 修 費 226,075 0.3 191,846 0.3 34,229 17.8

扶 助 費 20,405,271 28.8 19,830,665 27.0 574,606 2.9

補 助 費 等 5,116,482 7.2 5,696,388 7.7 ▲ 579,906 ▲ 10.2

公 債 費 3,547,965 5.0 3,732,436 5.1 ▲ 184,471 ▲ 4.9

積 立 金 2,347,114 3.3 3,554,260 4.8 ▲ 1,207,146 ▲ 34.0

出 資 金 0 0.0 30,000 0.0 ▲ 30,000 皆減

繰 出 金 5,582,292 7.9 5,443,848 7.4 138,444 2.5

普通建設事業費 8,418,340 11.9 9,752,754 13.3 ▲ 1,334,414 ▲ 13.7

災害復旧事業費 20,000 0.0 20,000 0.0 0 0.0

予 備 費 50,000 0.1 50,000 0.1 0 0.0

70,880,000 100.0 73,480,000 100.0 ▲ 2,600,000 ▲ 3.5

合　計

合　計

区
分

款
増  減

歳
 
出
 
（
目
的
別
）

歳
 
出
 
（
性
質
別
）

一般会計
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（２）特別会計財産区事業費

令和８年度 令和７年度

（2026年度） （2025年度）

予算額 Ａ 構成比 予算額 Ｂ 構成比 Ｃ（Ａ－Ｂ） Ｃ／Ｂ

01 財 産 区 収 入 2,828,984 100.0 1,704,410 100.0 1,124,574 66.0

2,828,984 100.0 1,704,410 100.0 1,124,574 66.0

01 財 産 費 2,828,984 100.0 1,704,410 100.0 1,124,574 66.0

2,828,984 100.0 1,704,410 100.0 1,124,574 66.0

（３）特別会計国民健康保険事業費

令和８年度 令和７年度

（2026年度） （2025年度）

予算額 Ａ 構成比 予算額 Ｂ 構成比 Ｃ（Ａ－Ｂ） Ｃ／Ｂ

01 国 民 健 康 保 険 料 2,988,902 22.3 2,955,875 22.0 33,027 1.1

02 使 用 料 及 び 手 数 料 1,492 0.0 2,175 0.0 ▲ 683 ▲ 31.4

03 国 庫 支 出 金 4,216 0.0 0 0.0 4,216 皆増

04 府 支 出 金 8,992,403 67.1 9,051,200 67.3 ▲ 58,797 ▲ 0.6

05 財 産 収 入 1 0.0 1 0.0 0 0.0

06 繰 入 金 1,396,454 10.4 1,400,656 10.4 ▲ 4,202 ▲ 0.3

07 繰 越 金 1 0.0 1 0.0 0 0.0

08 諸 収 入 28,340 0.2 42,707 0.3 ▲ 14,367 ▲ 33.6

13,411,809 100.0 13,452,615 100.0 ▲ 40,806 ▲ 0.3

01 総 務 費 263,783 2.0 246,260 1.8 17,523 7.1

02 保 険 給 付 費 8,833,731 65.9 8,887,960 66.1 ▲ 54,229 ▲ 0.6

03 国民健康保険事業費納付金 4,119,290 30.7 4,121,000 30.7 ▲ 1,710 0.0

04 保 健 事 業 費 149,375 1.1 152,297 1.1 ▲ 2,922 ▲ 1.9

05 基 金 積 立 金 1 0.0 1 0.0 0 0.0

06 諸 支 出 金 40,629 0.3 40,097 0.3 532 1.3

07 予 備 費 5,000 0.0 5,000 0.0 0 0.0

13,411,809 100.0 13,452,615 100.0 ▲ 40,806 ▲ 0.3

合　計

合　計

合　計

合　計
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分
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（４）特別会計介護保険事業費

令和８年度 令和７年度

（2026年度） （2025年度）

予算額 Ａ 構成比 予算額 Ｂ 構成比 Ｃ（Ａ－Ｂ） Ｃ／Ｂ

01 保 険 料 2,571,448 20.3 2,555,749 20.8 15,699 0.6

02 使 用 料 及 び 手 数 料 255 0.0 225 0.0 30 13.3

03 国 庫 支 出 金 2,742,497 21.7 2,651,179 21.5 91,318 3.4

04 支 払 基 金 交 付 金 3,289,279 26.0 3,208,484 26.1 80,795 2.5

05 府 支 出 金 1,704,689 13.5 1,667,837 13.5 36,852 2.2

06 財 産 収 入 1 0.0 1 0.0 0 0.0

07 繰 入 金 2,331,662 18.4 2,222,015 18.0 109,647 4.9

08 繰 越 金 1 0.0 1 0.0 0 0.0

09 諸 収 入 8,822 0.1 9,333 0.1 ▲ 511 ▲ 5.5

12,648,654 100.0 12,314,824 100.0 333,830 2.7

01 総 務 費 365,268 2.9 325,971 2.6 39,297 12.1

02 保 険 給 付 費 11,567,390 91.5 11,312,106 91.9 255,284 2.3

03 地 域 支 援 事 業 費 610,460 4.8 575,051 4.7 35,409 6.2

04 基 金 積 立 金 1 0.0 1 0.0 0 0.0

05 諸 支 出 金 103,535 0.8 99,695 0.8 3,840 3.9

06 予 備 費 2,000 0.0 2,000 0.0 0 0.0

12,648,654 100.0 12,314,824 100.0 333,830 2.7

（５）特別会計後期高齢者医療事業費

令和８年度 令和７年度

（2026年度） （2025年度）

予算額 Ａ 構成比 予算額 Ｂ 構成比 Ｃ（Ａ－Ｂ） Ｃ／Ｂ

01 後期高齢者医療保険料 3,283,939 86.2 2,757,578 86.4 526,361 19.1

02 使 用 料 及 び 手 数 料 188 0.0 188 0.0 0 0.0

03 繰 入 金 515,405 13.5 431,898 13.5 83,507 19.3

04 繰 越 金 1 0.0 1 0.0 0 0.0

05 諸 収 入 12,977 0.3 4,103 0.1 8,874 216.3

3,812,510 100.0 3,193,768 100.0 618,742 19.4

01 総 務 費 58,531 1.6 41,795 1.3 16,736 40.0

02
後期高齢者医療広域連合
納 付 金

3,748,879 98.3 3,147,373 98.6 601,506 19.1

03 諸 支 出 金 4,600 0.1 4,100 0.1 500 12.2

04 予 備 費 500 0.0 500 0.0 0 0.0

3,812,510 100.0 3,193,768 100.0 618,742 19.4

合　計

合　計

合　計

合　計
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（６）特別会計公共用地先行取得事業費

令和８年度 令和７年度

（2026年度） （2025年度）

予算額 Ａ 構成比 予算額 Ｂ 構成比 Ｃ（Ａ－Ｂ） Ｃ／Ｂ

01 繰 入 金 299 0.0 8,437 0.5 ▲ 8,138 ▲ 96.5

02 繰 越 金 1 0.0 1 0.0 0 0.0

03 市 債 1,683,500 100.0 632,800 39.0 1,050,700 166.0

04 財 産 収 入 0 0.0 980,100 60.5 ▲ 980,100    皆減

1,683,800 100.0 1,621,338 100.0 62,462 3.9

01 土 地 取 得 費 1,683,800 100.0 633,000 39.0 1,050,800 166.0

02 公 債 費 0 0.0 988,338 61.0 ▲ 988,338    皆減

1,683,800 100.0 1,621,338 100.0 62,462 3.9

（７）特別会計介護サービス事業費

令和８年度 令和７年度

（2026年度） （2025年度）

予算額 Ａ 構成比 予算額 Ｂ 構成比 Ｃ（Ａ－Ｂ） Ｃ／Ｂ

01 サ ー ビ ス 収 入 12,637 100.0 12,357 100.0 280 2.3

02 繰 越 金 1 0.0 1 0.0 0 0.0

03 諸 収 入 1 0.0 1 0.0 0 0.0

12,639 100.0 12,359 100.0 280 2.3

01 サ ー ビ ス 事 業 費 12,539 99.2 12,259 99.2 280 2.3

02 予 備 費 100 0.8 100 0.8 0 0.0

12,639 100.0 12,359 100.0 280 2.3

（８）病院事業会計

令和８年度 令和７年度

（2026年度） （2025年度）

予算額 Ａ 構成比 予算額 Ｂ 構成比 Ｃ（Ａ－Ｂ） Ｃ／Ｂ

01 病 院 事 業 収 益 1,626,195 67.8 1,720,212 66.2 ▲ 94,017 ▲ 5.5

02 資 本 的 収 入 772,020 32.2 879,115 33.8 ▲ 107,095 ▲ 12.2

2,398,215 100.0 2,599,327 100.0 ▲ 201,112 ▲ 7.7

01 病 院 事 業 費 用 1,760,750 69.5 1,789,533 61.2 ▲ 28,783 ▲ 1.6

02 資 本 的 支 出 772,174 30.5 1,136,543 38.8 ▲ 364,369 ▲ 32.1

2,532,924 100.0 2,926,076 100.0 ▲ 393,152 ▲ 13.4

合　計
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歳
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（９）水道事業会計

令和８年度 令和７年度

（2026年度） （2025年度）

予算額 Ａ 構成比 予算額 Ｂ 構成比 Ｃ（Ａ－Ｂ） Ｃ／Ｂ

01 水 道 事 業 収 益 3,268,731 88.9 3,079,697 87.7 189,034 6.1

02 資 本 的 収 入 407,682 11.1 430,720 12.3 ▲ 23,038 ▲ 5.3

3,676,413 100.0 3,510,417 100.0 165,996 4.7

01 水 道 事 業 費 用 3,035,591 69.7 2,894,542 70.0 141,049 4.9

02 資 本 的 支 出 1,318,448 30.3 1,241,708 30.0 76,740 6.2

4,354,039 100.0 4,136,250 100.0 217,789 5.3

（１０）公共下水道事業会計

令和８年度 令和７年度

（2026年度） （2025年度）

予算額 Ａ 構成比 予算額 Ｂ 構成比 Ｃ（Ａ－Ｂ） Ｃ／Ｂ

01 下 水 道 事 業 収 益 2,826,621 84.7 2,723,204 87.0 103,417 3.8

02 資 本 的 収 入 509,931 15.3 405,902 13.0 104,029 25.6

3,336,552 100.0 3,129,106 100.0 207,446 6.6

01 下 水 道 事 業 費 用 2,776,043 69.2 2,650,558 72.7 125,485 4.7

02 資 本 的 支 出 1,234,776 30.8 995,073 27.3 239,703 24.1

4,010,819 100.0 3,645,631 100.0 365,188 10.0

（１１）ボートレース事業会計

令和８年度 令和７年度

（2026年度） （2025年度）

予算額 Ａ 構成比 予算額 Ｂ 構成比 Ｃ（Ａ－Ｂ） Ｃ／Ｂ

01 ボートレース事業収益 66,434,538 100.0 96,203,919 99.8 ▲ 29,769,381 ▲ 30.9

02 資 本 的 収 入 18,199 0.0 203,020 0.2 ▲ 184,821 ▲ 91.0

66,452,737 100.0 96,406,939 100.0 ▲ 29,954,202 ▲ 31.1

01 ボートレース事業費用 66,102,146 99.9 94,966,487 100.0 ▲ 28,864,341 ▲ 30.4

02 資 本 的 支 出 46,794 0.1 14,081 0.0 32,713 232.3

66,148,940 100.0 94,980,568 100.0 ▲ 28,831,628 ▲ 30.4

合　計
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一般会計予算の状況

一般会計予算
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２ 令和８年度（2026年度）一般会計当初予算の状況

（１） 予算規模の推移

391.6 
410.4 419.2 

470.3 

522.7 

581.8 

728.6 

639.7 

596.0 594.5 

658.7 

687.5 

734.8 
708.8 

2.9
4.8

2.1

12.2
11.1

11.3

25.2

▲12.2

▲6.8

▲0.3

10.8

4.4

6.9

▲3.5

▲20

▲10

0

10

20

30

40

50

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

550

600

650

700

750

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

（単位：億円） （単位：％）

対前年度増減率（％）

金
額

増
減
率

一般会計予算規模

ー13ー



（２） 歳入予算について

① 構成比（歳入）

② 予算額の前年度との比較（歳入）

市税
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（３） 歳出予算（目的別）について

① 構成比（目的別）

② 予算額の前年度との比較（目的別）
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③ 経常費の予算額（目的別・前年度比較）

④ 臨時費の予算額（目的別・前年度比較）
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（４） 歳出予算（性質別）について

① 構成比（性質別）

② 予算額の前年度との比較（性質別）
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③ 経常費の予算額（性質別・前年度比較）

④ 臨時費の予算額（性質別・前年度比較）
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３ 健全化判断比率の状況

① 実質赤字比率 ② 連結実質赤字比率

③ 実質公債費比率 ④ 将来負担比率

財政運営基本条例第１５条に基づく、令和７年度以前は決算（見込み）、令和８年度は当初
予算編成後の数値による試算です。
いずれも数値が小さいほど健全であることを示します。

一般会計等の赤字の程度で、財政

運営の深刻度を示します。

一般会計の他、全ての特別会計、企

業会計の赤字や黒字を合算した赤字

の程度で、財政運営の深刻度を示し

ます。
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４ 積立基金・市債・経常収支比率の状況（普通会計ベース）

（１） 積立基金・市債の残高

　① 基金残高の推移

　② 市債残高の推移
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※令和６年度までは決算数値、令和７年度は決算見込み数値、令和８年度は当初予算編成後数値

※令和６年度までは決算数値、令和７年度は決算見込み数値、令和８年度は当初予算編成後数値

財政調整

公債管理

特定目的

積立基金 ／ 市債

周辺整備

鉄道延伸
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（２） 基金投入・市債発行の状況

　① 基金投入額の推移（当初予算ベース）

 ◆ 基金投入額 ＝ 基金取崩額 － 基金積立額（前年度剰余金処分積立を除く）

  ※ H26年度 … 都市施設整備基金（ 地域の元気臨時交付金分 ）の繰入（ 約17億円 ）を除く

　② 市債発行額の推移（当初予算ベース）
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（３） 経常収支比率の状況（当初予算ベース）
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中長期試算の状況
特定事業の収支計画

中長期試算 ／ 特定事業の収支計画
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５ 中長期試算の状況

（１） 試算に用いた主な前提条件

　令和８年度当初予算案を基本とし、令和８年度から令和３７年度までの３０年間を対象に

各年度の決算見込を試算しました。

【歳入関係】

　・市税収入 …… 経済成長率・人口の伸び等を反映

　・交付税等 …… 市税収入、公債費の試算額を反映

　・基金繰入 …… 各年度の資金需要を勘案し、必要最小限度の繰入を見込む

【歳出関係】

　・社会保障関係費 …… 年２％程度の増加率を見込む

　・繰 出 金 …… 新市立病院の整備にかかる市負担相当額を反映

　・公 債 費 …… 新規発行債は、事業実施が確実に見込まれる起債

　　　　　　　　　（（仮称）船場小中一貫校建設、学校の長寿命化、消防拠点の整備、

　　　　　　　　　室内温水プールの整備、（仮称）新みのおサンプラザ１号館整備、

　　　　　　　　　あかつき園再整備など）

（２） 実質収支の推移

財政運営基本条例第１３条に基づく財政状況に関する試算です。

-30

-20

-10

0

10

20

30

R8

（単位：億）

R17 R27 R37

黒字

赤字

中長期試算
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（３） 各指標の推移 　

① 実質赤字比率 ② 実質公債費比率

③ 将来負担比率 ④ 経常収支比率
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R8年度20億円から7年間で10億円まで減少し、以後10億円で試算ボートレース事業会計繰入金：

交付税措置

指定管理者負担

ボートレース事業会計

繰入金充当額
基金を充てる額

令和19年度以降の市負担額については、指定管
理者負担、交付税措置及びそれまでに積み立て
た新市立病院整備基金で賄うことが可能

赤字：各年度の事業費

31.3

12.6

17.3

41.5

38.0

48.1
45.8

31.6

37.0

30.4 30.0 29.6 29.1 28.7 28.3 27.8 27.4
25.7 25.324.9 24.5 24.1

23.323.7
22.8 22.4 21.622.0

20.821.2

12.4 12.1

6.0

国・府

【R8】20億円 【R9】18.6億円 【R10】17.2億円 【R11】15.8億円 【R12】14.4億円 【R13】13億円 【R14】11.6億円 【R15～18】10億円

新市立病院整備特定事業にかかる財源充当の見通し

13.5
12.7

32.1

29.6

特定事業の収支計画

６．特定事業の収支計画

R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18

50.5 58.7 20.0 18.6 17.2 15.8 14.4 13.0 11.6 10.0 10.0 10.0 10.0

事業費に充当する額 31.3 9.5 11.4 10.6 12.0 15.8 14.4 13.0 11.6 4.9 4.3 6.6 2.9

基金に積み立てる額 19.2 49.2 8.6 8.0 5.2 0.0 0.0 0.0 0.0 5.1 5.7 3.4 7.1

ボートレース事業繰入金

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23
基金積立 19.2 50.5 8.6 91.9 5.2 0.0 0.0 0.0 0.0 5.1 5.7 3.4 7.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
基金取崩 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 17.6 14.1 18.5 14.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.0 3.9 3.7 3.6 7.1

基金残高 16.9 36.1 86.6 95.2 187.1 192.3 174.7 160.6 142.1 128.1 133.2 138.9 142.3 149.4 145.4 141.5 137.8 134.2 127.1

R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31 R32 R33 R34 R35 R36 R37 R38 R39 R40 R41 R42
基金積立 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
基金取崩 7.0 6.9 6.7 5.3 5.2 5.1 7.1 7.0 7.9 7.9 7.8 7.6 7.4 7.2 7.1 6.9 5.2 5.0 2.7

基金残高 120.1 113.2 106.5 101.2 96.0 90.9 83.8 76.8 68.9 61.0 53.2 45.6 38.2 31.0 23.9 17.0 11.8 6.8 4.1
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 地方消費税交付金（社会保障財源化分）
 が充てられる社会保障施策に要する経費

 目的税（都市計画税・入湯税）の使途

地方消費税交付金（社会保障財源化分） ／ 目的税の使途
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７ 地方消費税交付金（社会保障財源化分）が充てられる
 　社会保障施策に要する経費

【歳入】・地方消費税交付金（社会保障財源化分） 20.4 億円

【歳出】・社会保障４経費その他社会保障施策に要する経費 296.8 億円

（単位：千円）

国・府
支出金

市債 その他
社会保障財源化
分の地方消費税

交付金
その他

社会福祉総務費 143,813 27,549 19,479 96,785
重度障害者医療助成費 344,129 172,064 28,828 143,237
障害者福祉センター費 50,645 26 8,481 42,138
老人憩の家費 22,650 247 3,753 18,650
老人福祉費 420,815 156,457 100,272 27,491 136,595
障害福祉費 4,603,735 3,241,624 2,500 227,790 1,131,821
障害者自立支援センター費 102,664 54 17,191 85,419
多世代交流センター費 3,482 1,542 72 313 1,555
児童福祉総務費 5,984,138 4,726,157 635 210,656 1,046,690
児童福祉施設費 6,765,860 4,592,209 501,644 280,129 1,391,878
保育所費 62,939 11,584 36,690 2,457 12,208
ひとり親家庭医療助成費 75,873 37,936 6,356 31,581
子どもの医療助成費 761,093 52,977 118,638 589,478
未熟児養育医療助成費 9,472 5,743 72 613 3,044
認定こども園費 58,628 11,584 21,507 4,278 21,259
児童発達支援センター費 28,476 4,107 24,369 0 0
生活保護総務費 33,847 16,053 2,981 14,813
扶助費（生活保護費） 2,747,288 2,135,429 102,511 509,348
教育指導費 25,883 3,668 3,722 18,493
放課後等児童対策費 65,558 14,146 42,073 1,565 7,774

小計 22,310,988 15,210,829 0 730,161 1,067,232 5,302,766

国民健康保険費 1,396,454 654,966 124,229 617,259
介護保険費 2,006,246 85,589 321,788 1,598,869
後期高齢者医療費 2,176,241 348,704 306,186 1,521,351

小計 5,578,941 1,089,259 0 0 752,203 3,737,479

保健衛生総務費 7,018 1,176 5,842
予防費 1,130,909 24,508 232,279 146,451 727,671
母子保健推進費 332,199 115,591 130 36,269 180,209
市民医療総合施設対策費 320,003 125,014 32,669 162,320

小計 1,790,129 140,099 0 357,423 216,565 1,076,042

29,680,058 16,440,187 0 1,087,584 2,036,000 10,116,287
※経費は、人件費（職員給与費等）及び事務費を除くため、予算額とは一致しません。

令和８年度当初予算案において、地方税法第７２条の１１６第２項に基づいて地方消費税交付金
（社会保障財源化分）が充てられる社会保障４経費その他社会保障施策に要する経費は次のとお
りです。

財源内訳
特定財源 一般財源

合計

事業区分／予算の目名称 経費

社
会
保
険

社
会
福
祉

保
健
衛
生

地方消費税交付金（社会保障財源化分）
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８ 都市計画税の使途について

　　令和８年度都市計画税予算額 2,542,000 千円

（単位：千円）

国・府支出金 市債 その他 うち都市計画税

639,079 318,580 227,700 92,799 72,703

225,864 30,000 27,000 168,864 113,969

378,404 378,404 378,404

89,507 41,657 37,400 10,450 10,450

3,760,619 832,562 1,736,400 14,874 1,176,783 949,616

1,016,858 1,016,858 1,016,858

6,110,331 1,222,799 2,028,500 14,874 2,844,158 2,542,000

９ 入湯税の使途について

　　令和８年度入湯税予算額 37,000 千円

（単位：千円）

国・府支出金 市債 その他 うち入湯税

200,885 48,600 34,749 117,536 25,651

52,000 52,000 11,349

252,885 0 48,600 34,749 169,536 37,000

その他都市計画
施設整備事業

地方債の償還

都市計画税は、都市計画事業や土地区画整理事業に要する経費に充てています。
令和８年度の都市計画税の予算額及び使途は次のとおりです。

財源内訳

特定財源 一般財源

街路整備事業

消防施設等整備事業

観光振興事業

合計

事業区分 事業費

事業区分 事業費

合計

入湯税は、環境衛生施設や消防施設、観光施設の整備に要する経費に充てるよう地方税法で定めら
れています。
本市の令和８年度の入湯税の予算額及び使途は次のとおりです。

財源内訳

特定財源 一般財源

公園整備事業

下水道整備事業

土地区画整理事業

目的税の使途
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主要施策

 

 

 

 

 

 

令和８年度 

（2026 年度） 

主要施策
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主要施策

令和８年度（2026年度）主要施策 

「子育て・教育 世界一のまちへ」「緑あふれる 突き抜けるブランド力ある

まちへ」「便利で安心 歩いてどこでも行けるまちへ」の３つの基本政策に基

づく令和８年度（２０２６年度）の主要施策の概要は次のとおりです。 

なお、◆印は施政方針に記載している重点施策であることを示しています。

また、金額は当該重点施策を含む全体事業費で示しているため、重点施策

にかかる費用を上回る場合があります。 

１．子育て・教育 世界一のまちへ 

◆東部地域への子育て支援センターの設置 

主に就園前の親子が気軽に集い、子育てに関する相談や支援を受けら

れる場として、これまで空白地域だった東部地域に子育て支援センターを

設置します。 

 

◇こども誰でも通園制度の開始 

全ての子どもの育ちを応援し、保護者の多様なライフスタイルにかかわ

らず、保育施設等による支援を強化するため、生後６か月から満３歳未満

の未就園児を対象に、月１０時間まで保育施設に通園できる「こども誰でも

通園制度」を２施設で開始します。 

 

◆全小学校における水泳授業の民間委託 

天候に左右されず計画的に水泳授業を実施できる環境を整えるため、

新たに完成する市民温水プールや民間プールを活用した水泳授業の民

間委託を全小学校に拡大します。 

 

◆全小中学校における熱中症対策 

全ての小中学校に複数台のウォーターサーバーを設置し、児童生徒の
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主要施策

熱中症予防に活用するとともに、大容量の水筒を持参する必要がなくなる

ことで、登下校時の荷物負担を軽減します。 

 

◆学校給食費の無償化 

学校給食にかかる家庭の経済的負担を軽減するため、国の交付金で

は不足する分や交付金対象外の中学校分については市が負担し、質の

高い学校給食を維持しながら、全小中学校の給食費を無償化します。 

 

◆中学校部活動の「みのお地域クラブ活動」への転換 

中学校部活動の「みのお地域クラブ活動」への転換を見据え、過渡期に

ある生徒や保護者の不安を軽減し、誰もが安心して参加できる環境を整備

するため、みのお地域クラブに参加する生徒に対する会費補助を実施し

ます。 

 

◆全小中学校への教頭事務支援員の配置 

教頭の重要な役割である教員指導や学校運営に専念できる体制を整え、

学校全体の教育力を高めるため、教頭事務支援員を全小中学校に配置し

ます。 

 

◆ＡＩ英語学習教材の導入 

真に使える英語力を育むため、小学６年生及び中学２・３年生を対象に、

ＡＩとの会話機能などを活用して個々のレベルに応じた学習ができ、家庭

学習などの時間にも取り組むことができるＡＩ英語学習教材を導入します。 

 

◆自習室の夜間開室時間の拡大 

子どもたちが安心して学べる環境をより充実させるため、自習室の

夜間利用のニーズにも対応できるよう、中央図書館と東図書館の夜間
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主要施策

開室時間を拡大します。 

 

◇日本語指導支援の充実 

日本語の理解が困難な児童生徒の学習環境を整えるため、授業のリ

アルタイム通訳が可能な多言語翻訳システムを全小中学校に導入しま

す。 

 
 

事業内容 種別 予算額（千円） 所管部局

 東部地域への子育て支援センター

の設置
新規 4,379 子ども未来創造局

 
こども誰でも通園制度の開始 新規 4,398 子ども未来創造局

 全小学校における水泳授業の民間

委託
継続 296,975 子ども未来創造局

 
全小中学校における熱中症対策 新規 3,800 子ども未来創造局

 
学校給食費の無償化 新規 951,100 子ども未来創造局

 中学校部活動の「みのお地域クラ

ブ活動」への転換
継続 74,400 子ども未来創造局

 全小中学校への教頭事務支援員の

配置
継続 43,901 子ども未来創造局

 
ＡＩ英語学習教材の導入 新規 11,945 子ども未来創造局

 
自習室の夜間開室時間の拡大 新規 3,562 子ども未来創造局

 
日本語指導支援の充実 継続 1,463 子ども未来創造局
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主要施策

２．緑あふれる 突き抜けるブランド力あるまちへ 

◆まちなかのみどりの増進 

街路樹マネジメント計画に基づき、みどりの質と量を保つため、安

全性や通行機能の確保に向けた樹種の植え替えを行うとともに、美装

剪定などを行います。新船場南公園及び新船場西公園においても、地

域の特色やニーズに応じた樹種を選定し、植樹を進めます。 

 

◆布ヶ池跡地の活用 

箕面船場阪大前駅の西に位置する未利用地である布ヶ池跡地につい

て、市が土地を取得して「みどりあふれる広場」の整備を目指し、その具体

的な施設や整備手法を示す基本計画を策定します。 

 

◆（仮称）新みのおサンプラザ１号館の整備・駅前空間の再整備 

令和９年度末の（仮称）新みのおサンプラザ１号館のオープンに向け、１

階から３階部分の内装設計を進め、内装工事に着手します。 

箕面駅前アーケードやロータリーのリニューアル設計を進め、箕面の玄

関口として魅力ある駅前空間の創出を目指します。 

 

◆箕面市アートプロジェクト 

文化芸術を通じて、まちのブランド力をさらに高めるため、大阪・関西万

博で展示されたパブリックアートを船場エリアに移設するとともに、アートと

地域、まちづくりのつながりを深めるシンポジウムを開催します。 

 

◆市制施行７０周年事業 

市制施行７０周年という記念すべき年を市民の皆さまと分かち合うため、

令和８年１２月１日に「東京建物　Ｂｒｉｌｌｉａ　ＨＡＬＬ　箕面」大ホールで記念

式典を開催します。 
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主要施策

「本のまち箕面」を掲げ、図書館の貸出冊数日本一を目指し、読書に親

しむ取り組みを進めるため、市制施行７０周年記念事業において、著名作

家による講演会を実施します。 

 

◆バスケットゴールの設置 

大阪エヴェッサから寄贈いただくバスケットゴールをスカイアリーナ前広

場に設置し、子どもから大人まで誰もが無料で気軽にスポーツを楽しめる

場として活用します。 

 

◆新市立病院の整備 

市立病院の移転・建て替えについては、引き続き設計業務を進め、

令和１０年度の着工、令和１３年度中の開院を目指し、取り組みを進

めます。 

 

◆稲ふれあいセンター浴場の多目的室へのリニューアル 

休止している稲ふれあいセンターの浴場施設について、地域の健康づ

くりや交流の場として、より多くの方にご活用いただける施設となるよう、文

化系と運動系の多目的室へのリニューアルに向けた設計を実施します。 

 

◆福祉人材の確保 

福祉人材不足の解消に向け、市内事業所に勤務する方を対象に、介護

職員初任者研修の受講費用相当額を最大７万円補助するとともに、一定

の就労を行った後には１５万円の就職応援金を支給することで、大阪府内

最高額の補助を実現します。 

 

◆通学路等の防犯カメラの更新・自治会防犯カメラの補助制度拡充 

市内全域を網羅する防犯カメラの体制を維持するため、通学路等の
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主要施策

防犯カメラの更新を進めるとともに、自治会が設置する防犯カメラの

更新費用に対する補助率を４割から８割へ拡充します。 

 

◇川合・山之口地区のまちづくり 

地権者で組織する組合による土地区画整理事業への補助等による支援

を継続するとともに、都市計画道路川合山之口線の整備に向けた用地取

得を進め、工事に着手します。 

 

◇粟生外院・大畑地区のまちづくり 

地権者で組織する土地区画整理準備組合により、魅力あるまちづくりの

検討が進んでおり、引き続き、技術的支援を行います。 

 

◇第一市民プールの改修に向けた基本方針の策定 

老朽化が進む第一市民プールについて、今後の改修に向けた基本方

針を策定するため、事業者へのヒアリングや利用者アンケートを実施しま

す。 

 

◇窓口閲覧システム（建築計画概要書・官民境界明示など）の導入 

来庁者の利便性向上と窓口対応の効率化を図るため、これまで紙で

案内していた建築計画概要書や官民境界明示などを電子化し、庁内に

設置する端末で検索から印刷まで行える閲覧システムを導入します。 

 
 

事業内容 種別 予算額（千円） 所管部局

 
まちなかのみどりの増進 継続 101,581 みどりまちづくり部

 
布ヶ池跡地の活用 新規

1,182,878 
※用先特会含む

地域創造部
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主要施策

 

 （仮称）新みのおサンプラザ１

号館の整備・駅前空間の再整備
継続 811,817 地域創造部

 
箕面市アートプロジェクト 継続 20,000 子ども未来創造局

 
市制施行７０周年事業 新規 12,461 市政統括

 
バスケットゴールの設置 新規 2,079 子ども未来創造局

 
新市立病院の整備 継続 207,419 市立病院管理部

 稲ふれあいセンター浴場の多目

的室へのリニューアル
新規 8,994 健康福祉部

 
福祉人材の確保 新規 5,999 健康福祉部

 通学路等の防犯カメラの更新・

自治会防犯カメラの補助制度拡

充

継続 87,832 総務部

 
川合・山之口地区のまちづくり 継続

536,258 
※用先特会含む

みどりまちづくり部 
地域創造部

 粟生外院・大畑地区のまちづく

り
継続 2,808 地域創造部

 第一市民プールの改修に向けた

基本方針の策定
新規 11,660 子ども未来創造局

 窓口閲覧システム（建築計画概

要書・官民境界明示など）の導

入

新規 174,142 みどりまちづくり部
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３．便利で安心 歩いてどこでも行けるまちへ 

◆バス路線網の最適化・交通格差の解消 

市民の声を反映した新たなバス路線網の運行開始に加え、地域間の交

通格差解消に向け、止々呂美・箕面森町地域の住民を対象に、箕面グリ

ーンロード通行料の助成や阪急バスの高齢者専用定期券「はんきゅう

グランドパス７０」の購入助成を実施します。 

 

◆ＡＩオンデマンド交通の収支改善 

箕面・新稲地域と粟生間谷・彩都地域周辺で実証運行中のＡＩオンデマ

ンド交通「のるーと箕面」について、収支改善策を講じるとともに、上半期に

その効果検証を行い、今後の方針を見極めます。 

 

◆２か所の消防拠点「萱野分署」及び「粟生外院彩都分署」の整備 

萱野分署については、令和８年４月から救急のみの運用を開始し、

７月からの本格的な運用開始に向けて工事を進めます。また、粟生外

院彩都分署は、令和９年１月の開署に向けて工事を進めます。 

 

◆林野火災及びリチウムイオン電池による火災への対策 

林野火災への備えとして、資機材の新規整備や増強、小型資機材搬

送車両の配備、熱中症対策用資機材の導入を行います。 

リチウムイオン電池による火災への対応として、令和９年４月のリ

チウムイオン電池や段ボール等の古紙類の全戸収集開始に併せて、環

境クリーンセンターのストックヤード増設に向けた設計や場内整備を

進めます。 

 

◆重度障害者のための生活介護事業所の整備 

「あかつき園」の建て替えについては、令和９年４月の開所を目指して工
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主要施策

事を進めるとともに、「（仮称）ワークセンター小野原」については、必要定

員数の再検証結果を踏まえ、令和１０年の開所を目指します。 

 

◇第１０期高齢者保建福祉計画・介護保険事業計画の策定 

高齢者保健福祉事業と介護保険事業の方向性や事業計画を示す「箕

面市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画」について、現行計画であ

る第９期計画が令和８年度に計画期間満了となるため、「第１０期箕面市高

齢者保健福祉計画・介護保険事業計画」を策定します。 

 

◇第８期障害福祉計画・第４期障害児福祉計画の策定 

障害福祉サービス等の実施内容・事業量・目標数値等を示す「箕面市

障害福祉計画・障害児福祉計画」について、現行計画が令和８年度に計

画期間満了となるため、「第８期障害福祉計画・第４期障害児福祉計画」を

策定します。 

 

◇高齢者・障害者等の外出促進 

高齢者や障害者等の外出を促進するため、令和６年度から３か年で実

施している歩道や公園などへのベンチ設置事業については、令和８年度

に４０基を設置し、合計１５５基の整備を完了します。 

 
 

事業内容 種別 予算額（千円） 所管部局

 
バス路線網の最適化・交通格差

の解消
新規 214,620 地域創造部

 
ＡＩオンデマンド交通の収支改

善
継続 65,710 地域創造部

 ２か所の消防拠点「萱野分署」

及び「粟生外院彩都分署」の整

備

継続
継続費予算繰越 

（総額：3,277,131）
消防本部
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主要施策

 
林野火災及びリチウムイオン電

池による火災への対策
新規 34,471

消防本部 
市民部

 
重度障害者のための生活介護事

業所の整備
継続 770,438 健康福祉部

 
第１０期高齢者保建福祉計画・

介護保険事業計画の策定
新規 4,048 健康福祉部

 
第８期障害福祉計画・第４期障

害児福祉計画の策定
新規 4,093 健康福祉部

 
高齢者・障害者等の外出促進 継続 10,021 みどりまちづくり部
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